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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、江戸時代において、身分的・空間的境界領域の人々による学問の営為がいか
なるものであったのかについて注目し、とくに和歌を中心に考察した。その結果、とりわ
け非蔵人の学芸活動の実態に関して明らかにすることできた。具体的には、彼らが「書籍
講」という独特の「講」を営み、書物を共同購入していたことを明らかにすることができ
た。これらの成果によって、近世文壇史・文化史へ新たな視点を提示することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, it pursued about the actual condition of the learning of people of an 
interim status in the Edo period. In particular, it considered focusing on the 31-syllable 
Japanese poem. As a result, an organization called “hikuroudo” was able to do it clearly 
about what kind of learning activities were carried out. They are performing an 
organization called “shojyakukou” and, specifically, discovered the fact which had 
procured a lot of books jointly. I was able to present a new viewpoint to the history of a 
literary world and cultural history of the Edo period by these results. 
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１．研究開始当初の背景 
 

前近代の日本人にとって、和歌詠作と
はいったいどのような意味を持つ行為で
あったのか。そこには近代的な文学創作
の範疇を越えた、文化的な意味があった
のではないか。これらの問題を解明する

ことが研究開始当初の背景にあった。 
和歌文学史の研究は飛躍的に進展した

ものの、従来の和歌文学研究では、歌壇
の動向や歌論・和歌の注釈などがその中
核をなしており、和歌詠作の具体的な実
態については未だ十分に解明されている
とは言い難い。千年以上に及ぶ和歌の歴
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史の中で、当然ながら近世期については、
詠作に関わる文献資料が大量に残されて
おり、その実態を探るのには最も適した
研究対象である。しかしながら、それら
資料群は、あまりに膨大で未解明の部分
が大きい。膨大に残る資料群を何とか活
用し、和歌詠作の実態や現場を具体的に
明らかにすることは、文化史の面から見
ても意義がある。 
 
２．研究の目的 
 
 これまで、この問題について、膨大に残る
近世期の和歌関連資料を通して探ってきた。
その過程において、身分的境界領域にいた
人々―非蔵人（ひくろうど）・御師（おんし）
―による和歌詠作の実態を追究し、公家歌人
とも地下歌人とも違う、彼ら独特の詠作行為
の一端を明らかにした。従来の和歌研究は、
公家歌人や地下の有力歌人が主な研究対象
とされてきたが、考察の結果、さまざまな身
分・地域による和歌の実態を明らかにする必
要性を強く実感した。そこで、本研究では、
具体的に以下の２点を目的とした。 
 
（１）身分的境界領域にいた人々（公家でも
庶民でもなくその両者の狭間にいた者）―非
蔵人・門跡関係者・坊官・御師等―の和歌詠
作・学芸営為の現場を解明すること 
 
（２）公家や一部の地下歌人だけでなく、諸
階層の人々の和歌詠作・学芸営為の現場を解
明すること 
 
本研究の特色・独創的な点は以下の３点で

ある。まず第一に、和歌詠作現場の実態を明
らかにする点である。従来の和歌研究は、歌
論や歌人の伝記、和歌の解釈が主な研究対象
とされてきた。しかし、実際にどのような過
程を経て、和歌が詠まれ、磨かれ、選ばれた
のか、その具体的な現場に関しては、必ずし
も解明されていない。この追究を通して、前
近代において、和歌を詠むということが、ど
のような意味を含んだ行為であったのか、文
化的に明かに出来るものと思われる。 
つぎに、堂上・地下のいずれにも属さない

中間的身分である非蔵人など、境界的領域に
あった人々の文芸活動に着目した点である。
このような人々の文化的な位置づけについ
ては、いまだ研究の端緒が開かれたばかりで、
特に後者についてはほとんど研究が進んで
いない。彼らの和歌のありような独特で、そ
の解明は和歌史に新たな一面を提示する可
能性がある。 
 
 
３．研究の方法 

 
以上の事項を解明するためにも、古人の残

した最大の文化遺産である古典籍を、可能な
限り博捜して、関連資料を見出し、書誌を収
集するとともに、それら資料群を学問的に位
置付けてゆく。特に蘆庵文庫（京都市）に所
蔵される資料を考察するとともに、国立国会
図書館・内閣文庫を始めとする諸文庫の調査
を行い、その和歌資料及び学芸資料を整理検
討する。 
蘆庵文庫とは、京都の洛東の新日吉神宮内に
あり、ここには、近世中期に京都で活躍した
歌人である小沢蘆庵、ならびにその門人に関
わる和歌資料、さらには非蔵人であり当神宮
の宮司であった藤島家に関わる和歌・非蔵
人・神社関連資料が膨大に所蔵される。そこ
で、その多量の資料群を整理検討した。この
文庫には、さまざまな階層の人々の和歌資料
が混在しており、その資料群を考察すること
によって、従来の研究で主な研究対象とされ
てきた公家歌人や、一部の地下歌人だけでは
ない諸階層の人々の和歌詠作・学芸営為の現
場を探ることが可能である。主な対象となる
文庫は主に蘆庵文庫であるが、全国の図書
館・文庫・資料館等へも赴く。 
 

 
４．研究成果 
 
 研究当初は、空間的境界領域にいた伊勢の
御師なども対象しつつ研究に取り組んでい
たが、調査の過程で大量の資料を発見したこ
ともあり、結果的に身分的境界領域の人々に
比重を置くこととなった。 
本研究の結果、身分的・空間的境界領域の

人々の学芸活動に関する実態を明らかにす
ることができた。具体的成果としては、以下
の３点が挙げられる。 
 

《１ 蘆庵文庫の蔵書目録を共同で編纂し、
刊行》 
共同研究によって、蘆庵文庫の所蔵資料の

目録を編纂し、青裳堂書店から刊行した。こ
の目録刊行により、はじめて蘆庵文庫の全体
像を明らかにすることができた。さらにこの
編集の過程で、大量の非蔵人文書を発見する
ことができた。 
 
《２ 非蔵人の和歌活動の実態の一部を明
らかにした》 
拙稿「小沢蘆庵と藤島宗順」（『蘆庵文庫 

目録と資料』青裳堂書店）で、身分的境界領
域にいた非蔵人の和歌詠作現場に関して考
察し、「非蔵人にとって和歌（風雅の道）は、
あくまでも『官暇』に嗜むべき教養であった。
公家たちのように、一種の職務として要請さ
れたものでもなければ、地下人たちの多くの



 

 

ように、趣味や習い事でもなった。そのこと
はかえって、公家たちのように伝統和歌に縛
られることなく、比較的自由な立場で、一方、
人としての生き方に関わるような、純粋の教
養として発展する可能性を、彼らの和歌は秘
めていたのではなかっただろうか。」と指摘
した。 
 
《３ 非蔵人による「書籍講」という特殊な
営為の実態を明かにした》 
その他の成果としては、とりわけ非蔵人の

学芸活動内容に関して指摘することができ
た。具体的には近世中期から後期にかけての
非蔵人は、京都において歌壇に新風を吹き込
んだとされる小沢蘆庵の門人が多い。そこで、
蘆庵門の非蔵人の動向を探ることで、彼らが
同時代において果たした役割を追究した。 
具体的には、新日吉神宮の神官であり非蔵

人であった藤島家の人々の資料に着目した。
非蔵人の日記の記述からは、彼らが公家との
間で書物書写のやりとりの際に、重要な役割
を果たしていたことが判明した。 
また、彼らが「書籍講」といった独特の「講」

を営み書籍を収集していたことを明らかに
することができた。「書籍講」とは、参加者
が資金を出し合って書物を購入し、その所有
者を籤によって決めるという組織である。島
崎藤村の『夜明け前』にこの講に関する記述
が登場するが、その実態に関する先行研究は
ほとんどない。蘆庵文庫の資料群の中には、
この講に関するものがあり、その内容を考察
したところ、非蔵人のみならず、同時代の文
壇を考える上で興味深い営為として浮かび
上がってきたのである。関連資料を考察した
結果、少なくとも１７５点の書物を彼らが共
同購入していたことが分かり、さらにその購
入書物の分野は、和歌・物語・漢籍・歴史等
と多岐に渉るものの、比較的内容の堅いもの
が大半を占めていることが分かった。そして
その中心となっていたのは新日吉神宮の神
官で非蔵人の藤島宗順であった。 
では、なにゆえ彼らは書籍講を結成したの

か。まず第一に当時高価なものであった書物
を、共同購入によってより多く手に入れるこ
とが、その理由としてあったのであろう。し
かし、書物を共同購入することが目的であれ
ば、書籍講の参加者が非蔵人のみである必然
性はない。つまり、彼らが「非蔵人」という
横の繋がりを強く意識していたことが考え
られる。この講には酒宴を禁じる規定があっ
た。一種の寄り合いとしての性格を持つ「講」
なる組織を考える時、酒宴が催されることは
ごく自然なことである。それを一切禁止した
背景には、彼らにとってこの講が、非蔵人の
ための一種の学問所としての役割を果たし
ていたことがあったのではないか。さらに、
書籍講が実施されていた時期と、真仁法親王

を中心とした妙法院宮サロンが形成されて
いた時期とが一致するのも、偶然とは考えに
くい。この講において、酒と肴のかわりに茶
とたばこを片手に、おそらく彼らは書物購入
について話し合うと同時に、地下の歌人や文
人、はたまた公家の世界についての最新の情
報をも交わしていたのだろう。非蔵人たちは、
堂上と地下間を単につないでいたのではな
く、自らが両者を往来できる特殊な立場であ
ることを意識し、そこに独自の存在意義を見
出そうとしていたのではないだろうか。 
時代が下るにしたがって、非蔵人を取り巻

く環境は悪化していく。幕末の公家社会では
品行が乱れ、困窮した公家の中には子弟の教
育もままならない者が多く出てくるように
なった。そのような折、御所内に公家社会の
頽廃回復を目的とした「学習院」なる公的教
育機関が設立されることとなる。この学習院
は、主に貧しい公家の子弟を対象としていた
が、広く京都御所に出仕する人々にも入門が
呼びかけられた。参加者の意識はまちまちで
あり、怠惰なため名簿からはずされるものも
いたという。そのような中で、非蔵人の子弟
たちが、その勤勉ぶりから褒賞を得たことが
あった。彼らが褒賞を得ることができたその
背景には、かくのごとき前代の非蔵人たちが
横の繋がりを意識し、勉学に励んできた歴史
があるものと思われてならない。 
 
以上の研究成果によって、非蔵人を中心と

した身分的・空間的境界領域の人々による和
歌ならびに学芸活動の実態の一側面を解明
することができた。さらに、データベース作
成のための基礎データについても収集する
こともできた。 
これらの研究を今後も進めることによっ

て、近世歌壇史・文壇史・文化史へ新たな視
点を提示できるであろう。 
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